
課題名 ドローンによる間伐計画と間伐後の省力化実証研究について 

 
研究の目的と達成目標：長野県林業の生産現場からの強いニーズである撮影済み航空レーザと 普及
型ドローンを活用した森林調査の省力化と、 信州大学の知財技術を応用した全数木調査での間伐木の確
認と間伐量の把握を行う実証研究を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全体総括、技術シーズ開発と知財 
・スマートな収穫確認技術の確立 

信州大学 山岳科学研究

所 

航空レーザ
（DEM） 

 

立木No 樹冠面積 胸高直径 樹高 材積 X Y
1 7.7 29.3 23.1 0.8 -5861.35 79827.09
2 5.1 27.5 24.4 0.7 -5858.05 79826.04
3 16.1 35.2 24.8 1.1 -5863.03 79825.41
4 22.6 39.7 24.0 1.3 -5866.48 79824.16
5 15.9 35.0 25.1 1.1 -5853.76 79823.55
6 16.1 35.1 25.0 1.1 -5856.82 79821.31
7 20.7 38.4 23.8 1.2 -5867.19 79819.98
8 28.1 43.5 24.6 1.6 -5850.37 79819.62
9 28.4 43.7 25.7 1.7 -5860.72 79819.09

10 12.3 32.5 22.8 0.9 -5871.13 79817.63

・スマートなドローン空撮技術の開発 
 間伐前後をビフォー＆アフター撮影 
・スマートな間伐確認技術の開発 

 

 発明の名称：森林資源情報算定方法 
特許出願  ：特願 2016-227207 
出願人   ：国立大学法人信州大学 

間伐木(赤)確認と間伐量出力 イメージ図 

長野県林務部及び 
上伊那地方事務所林務課 ドローン空撮 

実用化されることによる波及効果と貢献 
 
長野県では森林調査や収穫木の確認と検査に多大な労力を要しており、解決すべき大きな課題であ
る。実用的な導入コストで当該技術を開発することで、生産現場でのイノベーションと林業の成長産業化
に貢献します 
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生産現場における
普及 
 

現場のニーズ 
・森林調査の省力化 
・収穫木の確認 

生産現場での実証 
 
 
 
 

技術開発 

産官学連携 

 伐区合計 

伊那市役所農林部 
（上伊那森林組合） 

 
 

新サービス 
・精密な全数木調査 
・コストダウン 

 

・生産現場での実証 
・実証地区：長谷の浦団地 
・間伐作業：上伊那森林組合 

7～10 月に実施 

 
 


